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富士山は本当に「完全な円錐形」なのか？
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人
類
の
共
通
の
宝
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
。

　

静
岡
県
で
は
２
月
23
日
を
「
富
士
山
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

富
士
山
へ
の
あ
こ
が
れ
か
ら
、
日
本
各
地
に
は
「
蝦
夷
富
士
（
羊

蹄
山
）」
や
「
薩
摩
富
士
（
開
聞
岳
）」
な
ど
、
４
０
０
以
上
の
「
ふ

る
さ
と
富
士
」
が
あ
り
ま
す
。

　

静
岡
県
で
は
「
富
士
山
の
日
」
の
推
進
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
全

国
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
富
士
（
見
立
て
富
士
）」
を
撮
影
し
た
写
真

を
募
集
し
、「
秀
景
ふ
る
さ
と
富
士
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
富
士
山
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
全
国
か
ら
募
集
の

あ
っ
た
「
第
10
回
秀
景
ふ
る
さ
と
富
士
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
入
賞
作
品
68
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
審
査
委
員
長
を
長
年
勤
め
ら
れ
た
写
真
家
の
故

白
簱
史
朗
氏
を
追
悼
し
て
、
写
真
集
『
富
士
眩
耀
』
に
収
め
ら
れ
た

貴
重
な
原
版
写
真
の
公
開
を
行
な
い
ま
す
。

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
6
回
の
企
画

展
及
び
特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
、
大
変

貴
重
な
葛
飾
北
斎
筆
佐
久
間
象
山
賛
の
「
不
二
越
龍
図
」

な
ど
で
の
展
示
を
行
い
大
変
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
企
画
展
・
特
別

展
に
御
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、富
士
山
を
愛
す
る
環

境
保
全
団
体
、企
業
、行
政
、個
人
等
で
結
成
さ
れ
て
い

ま
す
。静
岡
県
自
然
保
護
課
が
事
務
局
を
務
め
、約

5
5
0
者
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。会
費
は
無
料
で
、

県
か
ら
の
負
担
金
と
、企
業
・
個
人
か
ら
の
寄
附
金
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、ご
み
拾
い
、外
来
植
物

の
抜
き
取
り
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、参
加
す
る
だ
け

で
富
士
山
の
環
境
保
全
に
貢
献
で
き
ま
す
。ま
た
、柿
田

川
の
観
察
会
や
、座
学
に
よ
る
勉
強
会
な
ど
環
境
学
習

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、会
員
の
活
動
支
援
の
た
め
10
万
円
以
内
の

補
助
金
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
常
時
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
に
参
加
さ
れ
た

い
方
は
、ぜ
ひ
御
入
会
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
会
員
募
集　
で
検
索

　

ま
た
、寄
附
金
を
募
り
、そ
の
記
念
品
と
し
て
富
士

山
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
ピ
ン
バ
ッ
ジ　
で
検
索

富士山が好きなら「ふじさんネットワーク」へ！

げ
ん
よ
う

開
催
期
間　
令
和
２
年
２
月
22
日
㈯
〜
４
月
５
日
㈰

「
富
士
山
の
日
」
記
念　

秀
景
ふ
る
さ
と
富
士
写
真
展

白
簱
史
朗
追
悼
作
品
展

【フイルム　最優秀賞】　
高橋　和幸
「残春の阿寒富士」
（阿寒富士）

【デジタル　最優秀賞】　
宇田川　洋二
「ダイヤモンド剣が峰」（大山）

引出しの中の富士山
－視て楽しむ、蒐（あつ）めて楽しむ－
収蔵品展

4/25～6/7

6/26～7/25

8/8～10/4

10/24～12/6

富士山の湧水
☆「江戸文化シリーズⅢ」
　ハイブリッド狩野派

時代の変遷と共に、絵葉書や切手、マッチ箱等生活の中の
デザインとして描かれた富士山を紹介
「富士山真写～江戸時代知識人の愉しんだ真景・実景～」を
テーマに富士山を描いた作品を紹介
富士山の湧水に関する知識の変遷を示しながら、その起源や
メカニズム等に係る最新研究を紹介
19世紀前半の江戸画壇で一世を風靡した異色の狩野派画家で
ある素川彰信（そせんあきのぶ）が描いた富士山画等を展示

企　画　展 テ ー マ・内 容 等 期　間

企画展（令和2年4月～12月）　☆有料予定



　

人
類
の
共
通
の
宝
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
。

　

静
岡
県
で
は
２
月
23
日
を
「
富
士
山
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

富
士
山
へ
の
あ
こ
が
れ
か
ら
、
日
本
各
地
に
は
「
蝦
夷
富
士
（
羊

蹄
山
）」
や
「
薩
摩
富
士
（
開
聞
岳
）」
な
ど
、
４
０
０
以
上
の
「
ふ

る
さ
と
富
士
」
が
あ
り
ま
す
。

　

静
岡
県
で
は
「
富
士
山
の
日
」
の
推
進
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
全

国
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
富
士
（
見
立
て
富
士
）」
を
撮
影
し
た
写
真

を
募
集
し
、「
秀
景
ふ
る
さ
と
富
士
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
富
士
山
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
全
国
か
ら
募
集
の

あ
っ
た
「
第
10
回
秀
景
ふ
る
さ
と
富
士
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
入
賞
作
品
68
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
審
査
委
員
長
を
長
年
勤
め
ら
れ
た
写
真
家
の
故

白
簱
史
朗
氏
を
追
悼
し
て
、
写
真
集
『
富
士
眩
耀
』
に
収
め
ら
れ
た

貴
重
な
原
版
写
真
の
公
開
を
行
な
い
ま
す
。

３
月
14
日
㈯

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ･

レ
ク
チ
ャ
ー　

9
時
30
分
〜
10
時
20
分

　
　

欧
州
の
火
山
遺
産
と
富
士
山

・
専
門
セ
ッ
シ
ョ
ン
１　

10
時
20
分
〜
12
時
45
分

　
　

活
火
山　

富
士
山
を
取
り
巻
く
大
地
の
成
り
立
ち

・
専
門
セ
ッ
シ
ョ
ン
２　

13
時
45
分
〜
16
時
35
分

　
　

富
士
山
を
め
ぐ
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
学
と
図
像
学

３
月
15
日
㈰

・
専
門
セ
ッ
シ
ョ
ン
3　

9
時
30
分
〜
11
時
50
分

　
　

時
知
ら
ぬ
山
│
時
空
を
越
え
る
富
士
山
│

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

13
時
15
分
〜
16
時
20
分

　
　

富
士
山
が
も
つ
普
遍
的
価
値
の
多
面
性

・
問
題
提
起
：
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
（
イ
リ
ノ
イ
大
学
名
誉

　

教
授
）　

富
士
山
学
へ
の
提
言

・
講
演
1
：
町
田
洋
（
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
）

　

建
設
と
破
壊
を
反
復
し
て
き
た
富
士
山

・
講
演
2
：
宮
家
準
（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

　

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
富
士
山
〜

　

バ
イ
ロ
ン
・
エ
ア
ハ
ー
ト
著
『
富
士
山
』
に
よ
せ
て

・
講
演
3
：
タ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
（
ロ
ン
ド
ン
大
学

　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院
教
授
）

　

江
戸
の
景
観
に
お
け
る
富
士
山

・
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

静
岡
県
富
士
山
世
界

　

遺
産
セ
ン
タ
ー
の
〝
富
士
山
学
〞
が
目
指
す
も
の

　

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
最
新
情
報
を
随

時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
企
画
展
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
の

ほ
か
、
団
体
・
教
育
団
体
の
申
込
方
法
に
つ
い
て
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※

参
加
無
料
（
要
事
前
申
込
み
）
参
加
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　
静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
　
0
5
4
4-

2
1-

3
7
7
6

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
静
岡

県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
っ
ぴ
ー
」の
イ
ラ

ス
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。

特
徴
は
、静
岡
県
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
ふ
じ
っ
ぴ

ー
と
、セ
ン
タ
ー
の
象
徴
で

あ
る
木
格
子
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
。今
後
セ
ン
タ
ー

の
広
報
で
活
躍
し
ま
す
。

日
時
：

場
所
：

概
要
：

令
和
２
年
３
月
14
日
㈯
〜
15
日
㈰

静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
」
11
階
会
議
ホ
ー
ル
「
風
」

〝
富
士
山
学
〞
の
基
礎
と
な
る
「
活
火
山　

富
士

山
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ら
の
最
新
の
研
究
成

果
を
広
く
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
激
し
い
噴
火
を

繰
り
返
し
て
き
た
「
荒
ぶ
る
山
」
で
あ
る
富
士
山

の
成
り
立
ち
と
そ
の
容
姿
が
、
富
士
山
の
「
信

仰
」
と
「
芸
術
」
を
含
む
、
日
本
の
歴
史
・
文
化

の
深
化
や
発
展
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
た
か
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
・

ふ
じ
の
く
に
地
球
環
境
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

合
同
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

ふ
じ
っ
ぴ
ー
誕
生
！

「
富
士
山
学
の
頂
へ
─
富
士
山
が
も
つ
普
遍
的
価
値
の
多
面
性
─
」

第
４
回

も
く
ご
う
し

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
御
案
内

〈公式HPのQR〉
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富
士
山
は
約
10
万
年
前
に
生
ま
れ
た
若
い
火
山
で
す
。
富
士

山
の
特
徴
は
、
若
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
誕
生
以
来
、
玄
武
岩

マ
グ
マ
の
み
を
高
頻
度
か
つ
大
量
に
出
し
続
け
て
い
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。日
本
の
よ
う
な
島
弧
の
火
山
で
は
稀
な
特
徴
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
富
士
山
は
高
く
て
大
き
な
火
山
に
成
長
し
ま
し
た
。

富
士
山
が
生
み
出
さ
れ
た
場
所

　
日
本
列
島
は
４
枚
の
プ
レ
ー
ト
が
重
な
り
合
う
場
所
に
位
置

し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
伊
豆
・
小
笠
原
火
山
弧
を
の
せ
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
は
年
約
４
㎝
の
速
さ
で
北
西
方
向
に
移
動

し
、
伊
豆
半
島
を
先
頭
に
大
陸
側
の
プ
レ
ー
ト （
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
、
北
米
プ
レ
ー
ト
）
に
衝
突
し
、
そ
の
下
に
沈
み
込
ん

で
い
き
ま
す （
図
１
）。
沈
み
込
ん
だ
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

の
深
さ
分
布
を

み
る
と
、
北
西

―
南
東
方
向
に

軸
を
有
す
る
凸

状
に
撓
ん
だ
形

を
示
し
て
お

り
、
こ
の
軸
上

に
富
士
山
が
位

置
す
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

玄
武
岩
マ
グ
マ
を
噴
出
し
続
け
る
富
士
山

　
富
士
山
に
は
約
１
５
０
㎞
下
に
あ
る
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
上
面

で
生
成
さ
れ
た
マ
グ
マ
が
上
昇
し
て
き
ま
す
。
こ
の
マ
グ
マ
は

深
さ
約
15
㎞
ま
で
上
昇
し
た
後
、
マ
グ
マ
溜
り
を
形
成
し
て
貯

留
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
富
士
山
の
下
で
は
２
枚
の
プ
レ
ー
ト

が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
マ
グ
マ
溜
り
の
深
さ
は
、
一
般

的
な
火
山
よ
り
も
深
い
位
置
に
あ
り
、
そ
の
結
果
、
よ
り
高
温

高
圧
の
環
境
下
で
玄
武
岩
マ
グ
マ
と
し
て
存
在
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
マ
グ
マ
溜
り
か
ら
地
表
に
向
か
っ

て
高
頻
度
か
つ
大
量
に
マ
グ
マ
を
出
し
続
け
ま
す
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
富
士
山
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
凸
状
に
撓

ん
だ
軸
部
上
に
位
置
し
ま
す
。
凸
状
に
撓
ん
だ
プ
レ
ー
ト
は
、

マ
ン
ト
ル
か
ら
上
昇
し
て
く
る
マ
グ
マ
を
効
率
的
に
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
撓
ん
だ
プ
レ
ー
ト
の
軸
部

に
は
強
い
引
張
力
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
マ
グ
マ
が
さ
ら
に
上

昇
す
る
た
め
の
岩
盤
中
の
亀
裂
を
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
要
因
に
よ
っ
て
、
富
士
山
で
は
玄
武
岩
マ
グ
マ
を
多
量

に
噴
出
し
続
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
当
は
「
完
全
な
円
錐
形
で
は
な
い
」
富
士
山

　
富
士
山
、
愛
鷹
山
、
箱
根
山
、
伊
豆
大
島
の
形
を
見
て
み
ま
す
。

い
ず
れ
の
火
山
も
北
西
―
南
東
方
向
に
伸
び
た
形
を
示
し
ま
す
。

ま
た
、
各
火
山
上
に
形
成
さ
れ
た
火
口
は
北
西
―
南
東
方
向
に
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
側
と

の
プ
レ
ー
ト
に
衝
突
す
る
方
向
に
対
し
て
直
交
方
向 （
北
東
―
南

西
方
向
） に
岩
盤
が
開
き
、
地
下
か
ら
マ
グ
マ
が
板
状
に
上
昇
・

噴
出
す
る
こ
と
を
長
年
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
で
、
こ
の
方
向
に

山
体
が
成
長
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す （
図
1
）。

　
次
に
富
士
山
の
細
か
い
形
に
つ
い
て
等
高
線
に
着
目
し
て
み

て
み
ま
す （
図
２
）。
標
高
２
５
０
０
ｍ
よ
り
低
い
と
こ
ろ
で
は
、

真
円
に
比
べ
る
と
北
西
斜
面
と
南
東
斜
面
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

北
東
斜
面
も
や
や
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
約
１
・
８
万
年
前
以
降

に
形
成
さ
れ
た
火
口
の
分
布
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
火

富
士
山
は
本
当
に「
完
全
な
円
錐
形
」な
の
か
？

研
究
員
コ
ラ
ム

山
体
が
膨
ら
ん
で
い
る
方
向
と
火
口
の
密
集
域
は
一
致
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
等
高
線
が
膨
ら
ん
で
い
る
方
向
は
、
長

年
に
わ
た
っ
て
マ
グ
マ
が
繰
り
返
し
噴
出
し
、
溶
岩
流
等
を
堆

積
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
方
向
に
火
山
体
を
成
長
さ
せ
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
南
東
斜
面
の
１
５

０
０
〜
２
０
０
０
ｍ
で
は
等
高
線
が
僅
か
に
凹
ん
で
い
ま
す
。

富
士
山
で
は
約
２
９
０
０
年
前
に
山
体
崩
壊 （
御
殿
場
岩
屑
な
だ

れ
） が
発
生
し
、
そ
の
東
斜
面
が
大
き
く
崩
壊
し
、
麓
に
は
崩
壊

物
が
厚
く
堆
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
凹
ん
だ
地
形
は
山
体
崩
壊

の
痕
跡
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
み
る
と
、
富
士
山
南

西
斜
面
も
一
部
凹
ん
で
お
り
、
そ
の
麓
に
は
約
１
・
８
万
年
前

の
岩
屑
な
だ
れ
堆
積
物
が
存
在
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、富
士
山
の
形
を
細
か
く
み
る
と
、必
ず
し
も
「
完

全
な
円
錐
形
」で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
富
士
山
の
形
は
、

富
士
山
に
加
わ
る
大
地
の
力
と
そ
れ
に
呼
応
し
た
噴
火
の
歴
史
を

累
積
的
に
表
し
て
い
る
一
方
で
、
か
つ
て
の
山
体
崩
壊
の
傷
を
消

し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
我
々
が
現
在
み
る
富
士

山
は
、
そ
の
生
成
と
崩
壊
の
歴
史
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
火
山
と

し
て
の
長
い
生
い
立
ち
を
歩
ん
で
い
る
最
中
と
い
え
ま
す
。

（図1）富士山周辺のプレート配置・運動と
　　  各活火山の火口分布

（図2）富士火山の火口・火砕丘と主要噴出物の分布
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